
間
かんけつせいはこう

欠性跛行
福井勝山総合病院
副院長兼整形外科診療部長　北野慎治

　
間
欠
性
跛
行
と
は
「
一
定
時
間
の
歩

行
に
よ
り
下
肢
症
状
（
下
肢
の
痛
み
・

し
び
れ
・
だ
る
さ
な
ど
）
の
た
め
に
歩

行
困
難
に
な
る
（
休
憩
後
に
再
び
歩
行

が
可
能
と
な
る
）」
状
態
の
こ
と
で
す
。

こ
の
間
欠
性
跛
行
は
血
管
性
疾
患
に
よ

る
も
の
と
神
経
性
疾
患
に
よ
る
も
の
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

①
血
管
性
間
欠
性
跛
行

　
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
や
閉
塞
性
血
栓

血
管
炎
な
ど
の
末
梢
動
脈
疾
患

(peripheral�arterial�disease

：

PAD

）
に
よ
る
も
の
。
下
肢
動
脈
の
狭

窄
・
閉
塞
が
運
動
時
の
酸
素
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
不
足
を
引
き
起
こ
し
、
下
肢

筋
肉
痛
が
生
じ
ま
す
。

②
神
経
性
間
欠
性
跛
行

　

腰よ
う
ぶ
せ
き
ち
ゅ
う
か
ん
き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

部
脊
柱
管
狭
窄
症
（Lum

ber�
spinal�stenosis

：LSS

）
に
よ
る
も

の
。
骨
や
軟
部
組
織
が
腰
椎
神
経
を
圧

迫
す
る
こ
と
で
神
経
血
流
障
害
が
お
こ

り
、
下
肢
痛
・
だ
る
さ
・
し
び
れ
が
生

じ
ま
す
。

③
P
A
D
と
L
S
S
の
合
併

　

両
者
の
合
併

例
が
約
10
％
と

の
報
告
が
あ

り
ま
す
。

　
P
A
D
は
循
環
器
内
科
や
血
管
外

科
、
L
S
S
は
主
に
整
形
外
科
が
専
門

科
と
な
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
を
受
診
す
れ
ば
よ
い
か
迷
う

場
合
、
簡
単
な
見
分
け
方
を
お
伝
え
い

た
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
姿
勢
に
よ
る
症
状
の
変

化
が
あ
る
か
ど
う
か
」で
す
。

　
腰
部
脊
柱
管
は
腰
を
前
屈
す
る
と
広

く
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

L 

S
S
の
場
合
▼
休
憩
時
に
腰
を
丸
め

る（
前
屈
や
し
ゃ
が
み
込
み
）こ
と
で

下
肢
痛
が
軽
減
す
る
。
自
転
車
や
手

押
し
車
歩
行
で
は
下
肢
痛
が
出
現
し

に
く
い
。

P 

A
D
の
場
合
▼
腰
を
曲
げ
な
く
て
も

運
動
を
休
め
ば
下
肢
痛
は
軽
減
す

る
。
自
転
車
や
手
押
し
車
歩
行
で
も

下
肢
痛
が
生
じ
る
。

　
こ
の
見
分
け
方
は
非
常
に
簡
単
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
P
A
D
・
L
S
S
の
治
療
は
生
活
習

慣
の
見
直
し
・
内
服
薬
な
ど
の
保
存
治

療
か
ら
手
術
治
療
ま
で
様
々
な
治
療
が

あ
り
ま
す
。

　

間
欠
性
跛
行
が
気
に
な
る

場
合
に
は
医
療
機
関
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

３
月
定
例
市
議
会
　
当
初
予
算
な
ど
を
可
決

�

問
議
会
事
務
局（
市
役
所
３
階
）☎
88
‐
８
１
０
０

　
令
和
5
年
3
月
定
例
市
議
会
が
3
月
1

日
～
24
日
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
水

上
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
こ

ど
も
に
関
す
る
政
策
」
を
教
育
委
員
会
に

集
約
し
、
こ
れ
を
一
元
的
に
担
当
す
る
部

署
と
し
て
新
た
に
「
こ
ど
も
課
」
を
設
置

し
、
市
内
の
す
べ
て
の
子
ど
も
達
に
豊
か

な
成
長
環
境
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
述
べ

ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◉
予
算

〇�

令
和
5
年
度
予
算
が
可
決（
一
般
会
計
・

特
別
会
計
7
件
、
企
業
会
計
１
件
）

〇�

令
和
4
年
度
補
正
予
算
が
可
決
（
一
般

会
計
・
特
別
会
計
7
件
・
企
業
会
計
１

件
）

◉
条
例

制
定
さ
れ
た
条
例

・�

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例

・�

こ
ど
も
課
設
置
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
立
中
学
校
建
設
基
本
設
計
等
業
務

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
会
条
例

・�

勝
山
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
条
例

全
部
改
正
さ
れ
た
条
例

・�

勝
山
市
表
彰
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

・�

勝
山
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
税
条
例

・�

勝
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

・�

勝
山
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例

・�

勝
山
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

招集あいさつ
全文はこちら

・�

勝
山
市
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
議
会
委
員
会
条
例

廃
止
さ
れ
た
条
例

・�

北
谷
地
区
活
性
化
及
び
各
地
区
の
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
基
金
条
例

・�

勝
山
市
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
基
金

条
例

・
勝
山
市
交
通
遺
児
年
金
支
給
条
例

・�

勝
山
市
ジ
オ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

一
部
変
更
さ
れ
た
規
約

・�

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

規
約

◉
そ
の
他

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
の

額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
財
産
の
処

分
に
つ
い
て
、
勝
山
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命
に
つ
い
て
、
勝
山
市
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
久
保
幸
治
議

員
に
規
律
を
正
す
こ
と
を
求
め
る
決
議

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
議
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
陳
情
5
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

荒
土
小
学
校
①

　
荒
土
地
区
の
う
ち
堀
名
中
清
水
・
伊
波
・

妙
金
島
区
は
旧
北
郷
村
森
川
の
松
尾
小
学

校
に
、
布
市
・
清
水
島
地
区
の
生
徒
は
野

向
村
龍
谷
の
青
郊
小
学
校
に
一
時
通
学
し

て
い
た
。
こ
の
地
区
に
は
学
校
が
６
校
存

在
し
た
が
通
学
区
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
遷

し
た
。
明
治
６
年（
1
8
7
3
）に
松
田
に

鶴
生
小
学
校
が
松
田
・
北
新
在
家
・
田
名

部
・
新
保
・
松
ケ
崎
の
五
区
で
創
立
。
翌

７
年
に
細
野
口
に
細
野
口
小
学
校
が
細
野

口
・
北
宮
地
・
別
所
・
境
の
４
区
で
創
立
。

明
治
８
年
戸
倉
に
細
野
小
学
校
が
戸
倉
・

西
ケ
原
・
新
道（
細
野
区
）で
、
同
11
年
堀

名
中
清
水
に
壇
城
小
学
校
が
堀
名
中
清

水
・
伊
波
・
妙
金
島
・（
北
郷
村
桧
曽
谷
）

の
４
区
で
開
校
し
た
。
同
13
年
に
は
布
市

道
場
に
中
橋
小
学
校
が
布
市
・
清
水
島
２

区
で
開
校
し
た
。

　
明
治
19
年
の
学
区
改
正
で
壇
城
と
細
野

口
の
２
校
は
校
区
を
変
え
改
め
て
結
成
さ

れ
た
。
前
者
は
妙
金
島
・
堀
名
中
清
水
・

伊
波
と
北
郷
村
４
区
を
加
え

７
区
で
、
後
者
は
細
野
口
・

北
宮
地
２
区
で
結
成
。
し
か

し
、
23
年
壇
城
校
下
か
ら
北
郷
４
区
が
抜

け
新
た
に
細
野
口
・
北
宮
地
が
加
わ
り
５

区
で
再
結
成
さ
れ
た
。
24
年
に
通
学
区
域

改
正
で
細
野
口
・
細
野
両
校
は
統
合
さ
れ
、

境
に
細
野
小
学
校
が
北
宮
地
・
細
野
口
・

細
野
・
別
所
区
で
創
立
さ
れ
た
。
同
年
、

鶴
生
小
学
校
も
廃
校
と
な
り
、
翌
25
年
伊

波
に
壇
城
小
学
校
を
移
築
し
、
鶴
生
・
中

橋
を
統
合
し
荒
土
尋
常
小
学
校
が
成
立
し

た
。
同
年
、
清
水
島
に
荒
土
小
学
校
冬
季

分
校
、
翌
年
北
新
在
家
・
田
名
部
・
布
市

が
加
わ
り
常
設
分
教
場
に
、
31
年
に
清
水

島
尋
常
小
学
校
と
し
て
独
立
し
た
。

　
明
治
43
年
、
一
村
一
校
制
が
実
施
さ
れ

た
が
校
舎
が
狭
い
た
め
、
清
水
島
校
を
第

１
、
別
所
道
場
を
第
３
、
荒
土
校
を
第
２

仮
教
場
と
し
、細
野
校
は
分
教
場
と
し
た
。

　

第
１
・
２
と
分
教
場
は
４
学
年
ま
で
、

第
３
に
は
５
・
6
年
を
収
容
し
た
。
な
お
、

高
等
科
は
大
正
２
年（
1
9
1
3
）に
認
可

さ
れ
た
。
写
真
は
第
２
仮
教
場
の
表
札
で

あ
る
。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

�

市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 54

国
民
年
金
保
険
料
は
前
払
い

が
お
得�
問
市
民
課
☎
88
‐
8
1
0
2

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６
年
３
月

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
万

６
５
２
０
円
で
す
。
保
険
料
を
ま
と
め
て

前
払
い
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

現
金（
納
付
書
）で
の
前
納

　
６
か
月
分（
４
月
分
～
９
月
分
）、
１
年

分
、
２
年
分
の
納
付
期
限
は
４
月
末
日
で

す
。
ま
た
、
任
意
の
月
か
ら
当
年
度
（
ま

た
は
翌
年
度
）
の
３
月
分
ま
で
前
納
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。（
申
込
必
要
）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
は
、
４
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
よ

り
発
送
さ
れ
ま
す
。
金
融

機
関
な
ど
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
電
子

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
決
済

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
納
付
額
が
30
万

円
を
超
え
る
場
合
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
電

子（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）決

済
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
金
融
機
関
な
ど

で
納
付
く
だ
さ
い
。

▶現金（納付書）
での前納割引額 ６か月分 1年分 2年分

前納での納付額 98,310円 194,720円 387,170円

割引額 810円 3,520円 14,830円
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